まと たて 

とが、 一 つの 纏められた 思想が、 その 語り ものの 経の 

太い線に なって いる。 その上に、 義太夫節の 生れた 徳 

川 氏の 政府の 最初に 近い 年代 は、 一 面に 長らく 続いた 

戦国の 殺伐で 豪放な 影が ありながら、 一 面に は 世の中 

い つ みちばた 

が 何時も 春の 花の 咲いて いるよう な、 黄金が 途上に も 

こ わ 

ざくざく 零れて いれば、 掘 井戸の なかから も 湧いて 出 

ま， うじ ゆ う 1. こ いま ヽ， 

ると いったよ うな、 豪華な 放縦な、 人心の 頹廃 しかけ 

さ ひとき がた な 

た 影 も 射し そめて いた。 その上に 人斬り 刀 を 横たえ 

て 武士 は巿 民の 上に 立ち、 金 はあって も 町人 は、 おな 

じ 大空の 月 さえ 遠慮して 見なくて はならない ほど 頭が 

あがらなかった。 その 時勢に、 新 江戸の 土く さい 田舎 



と を 綾之助 は 集めて しまった。 綾之助の かかる 席の、 

ききん 

近所の 同業者 は、 八丁 饑饉と いって あきらめた ほどで 

しんか わ ひいき 

あった。 新 川の ある 酒 問屋の 主人 は 貝 顯属の あまり、 鉄 

道 馬車へ 広告す る こと を 案じ だした。 それ も 多くの 人 

目 を あつめた に 違いなかった が、 初 真 打 綾之助に 贈ら 

うしろ まく 

れた 高座の 後 幕 は、 とうてい 張り きれぬ ほどの 数で 

あつたので、 幾 枚 も 幾 枚 も 振りお として 掛け かえた。 

役者の 似顔絵で 知られて いた 絵双紙 やの、 人形 町の 

ぐそく や にんじょうばなし 

具足 屋 では、 「名物 人気 揃」 と 題して、 人情 咄の 名人 

えんちょう こし じだ ゆう せつつ の だいじょう 

三遊亭 円 朝 や、 大阪初 登り 越路 太夫 (後の 摂 津大掾 ) 

とならべ て 綾之助の 似顔 を摺り だした。 



とっていた。 それが 今日の 堂摺 連の 元祖で ある。 

聞く ところに よると 三 田の 堂摺 連の 元祖 は、 同 塾の 

秀才であった 坂 本 易徳氏 だとい うこと である。 氏 はい 

まこ そ 文壇の よた を もって 名が 通り、 紅蓮 洞の 名 は 名 

けんかい ふき す 

物と されて いるが、 狷介 不羈、 世 を 拗ねた ぐれさん 以 

前に も、 新派 劇、 女優 劇と、 何処の 芝居の 楽屋に も 姿 

を 現す、 後日の 素質 は 含蓄され ていた ものと 見えて、 

この 人が 綾之助 を 三 田 党の 随喜 渴 仰の 的に 推称した と 

いう ことで ある。 すれば、 綾之助に は 紅蓮 洞 氏が 結ぶ 

の 神でなくて はならない。 恋人で あり 夫で ある 石 井 健 

太 氏 は、 紅蓮 洞 氏が 率いた 三 田 党の 出身で あるから I 



I けれど、 ぐれさん に 言わせれば 「三 田の 堂摺 ではな 

い、 俺 は 天下の 堂摺 だ」 と大 語す るか も 知れない。 

堂 摺連は 自分た ちが 推称す る 女王の かかる 席へ は、 

道 を 遠し とせず 出かける。 雨 も、 雪 も、 熱血漢の 血 を 

冷す に は 足りない。 懐 のさび しいの は隊を 組んで 歩 

いて 廻る。 もす こし 熱狂に 近いの は 女王の 車へ 随従し 

くるま ながえ 

て 車で 乗 廻す。 それよりも 激し いのは 人力車の 轅に 

つかまった リ 後押し をした リ、 前へ 立って 龃 出して 

いつたり する。 高座に 渴 仰の 的が 姿 を 現わす と、 神妙 

に 静まり かえって、 邪魔に ならぬ ほどの よい 機 を 見て、 

語り物の 乗りに あわせて、 下足 札で 拍子 をと り、 ドウ 



よご ころ 

かった が、 綾之助 は 世 心が つくに したがって、 この 人 

にこ そと 思い そめた のであった。 綾之助が 十九の 春 は、 

かすみ 

彼女に とって 忘れ かねる、 句い こまやかな 霞の 夜で 

あったろう。 廿 六の 彼 は、 初めて 彼女の 志 を 入れ、 終 

世 を 共に する 哲 f を 結んだ の だが、 成 恋の 二人の 間に は、 

いたま まごころ 

惨し い 失恋の 人が あって、 その 人の 誠心が 綾之助の 

幸福の ために 仲人と な つ て くれたの だった。 

その 人 は 石 井 氏の 友達の 弟であった。 綾之助 を 恋し 

ランプ かさ 

たために 落第 も 二、 三度した。 机の 上の 洋燈の 笠に は 

彼女 の 名が 黒 々と 書かれ、 畳の 上に 頭 を かかえて 転げ 

廻る 彼 は、 



と、 優しい 思いやり までして、 彼 は 石 井 氏の 両親が 選 

んだ 娘の あつたの を、 破約に させる ように 骨 を 折った。 

うわさ 

そんな ことが ちらちらと 噂に 立つ と、 綾之助の 高座 

へ 悪戯 をす る ものが 出来た。 石 井 氏の 名 を 知って 害め 

ようとす る 者な どもあった。 養母の 鶴 勝 を 煽てる もの 

もあった。 石 井 氏 は 後日の 健全な 家庭 をつ くるた めに 

と、 綾之助 を 慰めて おいて、 雄々 しく も 志望 を 米国へ 

のば 

伸しに 渡った。 綾之助 は その 留守 を どうして 暮 したで 

あろう、 彼女 は 派手な 芸人の 上に、 日の出の 人気の 花 

形で ある。 あらぬ 噂 も 立つ、 また その上に 大阪 役者の 

しば じゃく い と こ 

中 村 芝 雀 (後に 雀 右衛門) を 従兄 妹に もってい たので、 



がた く、 綾之助の 引退 は 一 ケ 年の 後に 延引され た。 全 

くその 頃 は 綾之助が 出る と、 投げ 下足と いう ほど、 

よせ はんじょう 

席亭の 手が 廻り かねる 大入 繁昌だった。 石 井 氏が 

帰って きてから 何よりお かし がられた の は、 (取消し 

屋の 綾之助) といわれる ほど 克明に、 制限な く 新聞へ 

載せられる 誤聞 を、 一 々取消 させない ではお かな かつ 

たこと だ。 

あらし 

人世の 嵐 —— この 二人の 上に も、 ふと 曇った 影が 

さした こと も あるに はあった が、 それ は 世間の 面白が 

みぞ 

りが、 待ち かまえて いた 二人の 心の 溝で はなく、 愛の 

結晶の 長男 を 早世 させた ことと、 明治 卅三 年頃の 相場 
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